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資 料 
は っ か 油 に つ い て 

 
 

多 田 一 郎※ 

 

 
 第 1 回輸入公表（通商産業告示第 170 号），昭和

41，4，30)の第 1，自由化されていない品目によれば，

「33・01－1－(3)はっか油（ミツチヤム種のものを

除く）およびはっか取おろし油」があげられている。

そこではっか油のうちミツチヤム種のものを鑑別す

る必要があり，集めた資料を記述してみたい。 

 世界市場のはっか油，すなわち Peppermint oilを

基源植物から 2 つのグループに大別することができ

る。まず第 1 のグループは Mentha piperita 

Hudsonからえられるもので，アメリカ，ブルガリア，

フランス，ハンガリア，イタリア，イギリス，ルーマ

ニア，ポーランド，およびソ連などのはっか油がこれ

に属する。最近の報告によればM.piperitaは種間雑

種（M.aquaticum L.X M.virides L.）である。 

世界のM.piperitaはすべてMitcham※1附近に栽培さ

れていたものから拡がったものである。そこで

M.piperiteから得られる精油がミツチヤム油とよばれ

るようになった。Camus１）によれば，M. piperita

には 2 つの品種があって， forma. rubescens 

Camus と forma. pallescens Camusに分けられ

ている。前者を black mint，後者を white 

mint と称し，英国では古くから前者を栽培してい

たところから，英国産の peppermint oil を特に 

 black mitcham oil と称している。第 2のグルー

プはMentha arversis L.から得られるものであ

って，これには 2 つの変種がある。 var. 

piperascens MAL.は日本，台湾，ブラジルで栽

培され，var. glabrata Holmes は中国で栽培さ

れている。 

 Poucher ２ ） は 2 つのグループを一括して

peppermint oil として記載している。Guenther
３）は第 1のグループのみを単に peppermint oilと

し，日本産を特に Japanese peppermint oil と

し別項で取扱っている。Arctander 4）は第 1のグ

ループを True peppermint oil とし，第 2のグ

ループを Mentha arvensis oil として違った

項に記載し，U.S.A.ではこれを mint oil また

は Cornmint oil といっているが，他の国国

では単に peppermint oilと呼んでいる。しかし，

こ の 名 称 は definitely Wrong で あ り ，

misleadingであると記している。 

 表1はミツチヤム種はっか油およびその他のはっか油

の輸入数量である。1年間に150トンのミツチヤム種は

っか油と245トンのその他のはっか油が日本に輸入され

ている。台湾，ブラジルのものは明らかに Mentha 

arvensisに基因するものである。タイのものも 

 

1) A.and E.G.Camus；Bulletin of Roure－Bertrand Fils,3(1911). 
＊1.England の一地方の名前  
2) W.A.Poucher；“Perfumes Cosmetics and Soap”Vol.1,6th ed,p.329,(1959). 
3) E.Guenther；“The Essential Oil”Vol.3,p.586,(1949). 
4) S.Arctander；“Perfume and Flavor Materials of Natural Origin”column 412.(1960)

※ 大阪税関分析室，大阪市港区三条通 4－55 
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表 1 はっか油の輸入量 
A Peppermint(Mentha arvensis)oil 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

B Peppermint(Mentha piperita)oil,Mitcham Type 
 

 

 

 

 
（大蔵省編品別国別輸入統計表より） 

 
5) Gildemeister,Hoffmann；“Die Atherischen ole”3rd.ed，Vol.3,p791． 

6) H.Farnow,F.Poroch；Dragoco Report,7.163(1962). 

7) H.Schmidt； Ber,80．538(1947). 

8) M.Smith.L.Levi；J.Agr.Food. Chem.,9,230(1961). 

Mentha arvensis のいずれかの変種によるものであろ

う。香港市場には中国，台湾，ブラジルまたは日本産の

ものもあると思われる。しかし，イギリス，フランスや

アメリカ合衆国から輸入されるミツチヤム種以外のは

っか油とはどんなものであろうか。またどこか違った国

の産出物なのだろうか。これらの国国ではメントール

採取用のはっかは栽培されていないようである。ま

た，これらの国から輸入されるはっか油は高価であっ

て，これからメントールを採取しては採算があわないは

ずである。自由化のミツチヤム種はっか油を非自由化品

目のはっか油として割当をうけてまで輸入する必要が

あるだろうか。また，特殊な用途でもあるのであろうか。 

Mentha arvensisと Mentha piperitaの 2つ

のグループのはっか油の物理恒数や組成に

ついては Gildemeister と Hoffmann5）また  

 Guenther3）の著書に詳しく記述されている。最近，多く

の人によって機器分析が行われているが，Farnow６）ら

はガスクロマトグラフィーと赤外線吸収スペクトルから

2つのグループの違いを論じ，さらに各地のはっか油の

組成成分の定量をおこなっている。表 2に各地産出の

はっか油の組成を示す。 

 1947年にすでに Schmidt７）はミツチヤム種はっか

油と比較して，日本はっか油がメントフランとジヤス

モンを含まないことを報告している。Smith ら８）は

SAIB (Sucrose acetate isobutylate) を充填剤

として，メントンとメントフランをガスクロマトグラ

フィーで分離している。これによれば，ミツチヤム種

はっか油にはシネオール，メントフラン，メンチルエス

テルの含量が高く，日本はっか油ではリモネン，ピペリ

トン，オクタノール－3の含量が高く，かつメント 
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表 2 産地別のはっか油組成長(％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Quantities of some typical constituents of peppermint oil 

ascertained by Gas chromatography６） 

 

 9 ) F.A.Fluckiger；Pharm.J.,3,No.1,682 (1871). 

10) H.Carles；Perfumerie Moderne,22；615 (1929). 

11) H.Wienhaus,H.Dewein；Angew Chem.,47,415 (1934)． 

12) Badoukian；J.Am.chem.Soc.,70,621(1948)． 

15) 松川正行，中山孟郎；香料，84,41 (1966)． 

14) 波多野秀穎，金子雄三；香料，39,32 (1956)． 

15) 手塚七五郎，神山潔，清水純夫；香料，81,17 (1966)．

フランは含まれていない。そこで米国薬局方では日本

はっか油を鑑別するために，Fluckigen９）の反応を採

用している。メントフランは 1929年に Carles１０）に

よってイタリヤ産ミツチヤム種はっか油から発見され，

1934年にWienhausとDewein１１）によって構造が決

定されたものである。その後，各国のミツチヤム種は

っか油についても確認されたが，日本はっか油から検

出されなかったので，メントフランを含有していない

ことが Menthe arvensis から得られる油の特徴であ

るとさえいわれた。メントフランはミツチヤムはっか

の花芽に多く含まれていることはBedoukian１２）によ

って報告されているが，日本で栽培されたミツチヤム

種はっかについても，松川，中山 1３）によって同様な 

 結果がえられている。もともと，ミツチヤム種はっか

は開花期に収穫されるものであり，日本種は開花期よ

りはるかに遅れて収穫される。波多野，金子１４）は開

花期であれば，Mentha arvensis でも 0.03％のメン

トフランを含むことを報告している。波多野，金子14）

は 4％トリクロロ酢酸－クロロホルム溶液でメントフ

ランを呈色させて，504mμの吸光度を測定して定量し

ている。最近，手塚，神谷，清水１５）は 0.5％バニリン

－濃硝酸で呈色させて，505mμの吸光度を測定する

定量法を報告している。Fluckiger９）の反応もメント

フランの酸化生成物の呈色である。筆者の実験によれ

ば，市販の日本産（北海道と岡山産）はっか白油は 

Fluekigerの反応は全く認められなかった。ブラ 
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ジル産はっか油の白油＊2 は黄色を呈するが陰性と認め

られる。台湾産はっか油の白油ではミツチヤム種と比

較すれば時間を要するが，明らかに呈色する。再び

Arctander4）を引用すれば，peppermint oil＊3の最

も一般的な偽和物は第 2のグループのはっか白油

であって，この場合の確認は非常に困難である。

また Fluckigerの反応を陽性にするため，第 2のグ

ループのはっか白油に peppermint oil＊3 が加えら

れることが記されている。これらの事実からミツチ

ヤム種はっか油の鑑別にFluckigerの反応のみでは

十分でない。 

 

 Mentha arvensis の取りおろし油はメントール含

量の高い（71％以上）ことが特徴である。従って，そ

の赤外吸スペクトルは図 1に示すようにメントールの 

 

 

 

 

 

 

 
図1 ブラジル産取りおろし油の赤外吸収スペクトル 

 

吸収にメントンの吸収が重なったものとして示される。

この取りおろし油からメントールを 50％量を脱脳する

と，あとに，メントール分42％前後の脱脳油がえられる。

一方，ミツチヤム種はっか油ではメントール 33～48％

含んでいるから，メントール含量についての差異は認め

られなくなる。ミツチヤム種はっか油と鑑別について問

題となるのはこの脱脳油である。脱脳油には赤油と白油

があって，日本薬局方に収穫されているのは白油で

ある。ミツチヤム種はっか油（アメリカ産）の赤外吸 

 収スペクトルを三輪16）も記録しているが，フランス産

ミツチヤム種はっか油，ブラジル産はっか白油，台湾

はっか白油および北海道産はっか白油の赤外吸収スペ

クトルを図 2に示す。1245㎝－1の吸収は 1740㎝－1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 はっか油の赤外吸収スペクトル 
A＝フランス産ミツチヤム油 
B＝ブラジル産はっか白油 
C＝台湾産はっか白油 
D＝北海道産はっか白油 

 

の小さい吸収と対応してエステルの吸収であり，これ

によって 2 つのグループの区別点とすることは出来

ない。Farnowら6）によれば，ミツチヤム種はっか油に

はメントフランに起因する762および730㎝－1の吸収が

あり，また Mentha arvensisよりえられるものに

は 1660 ㎝－1に吸収があると述べられている。台

湾産はっか白油では 1660 ㎝－1 の吸収は顕著である

が，他のものでは不明瞭である。図 3 に 900 ㎝－1か

ら 650㎝－1の領域のスペクトルを示す。取りおろし油

ではいずれもメントールによる770㎝－1の吸収が1本

見られるのみであって，脱脳油と全く異り，特徴的で

ある。762および 730㎝－1の吸収ではミツチヤム種

はっか油とその他のはっか白油とを区別することは

出来ない。 

＊2 ブラジル産はっか油を本邦で脱脳してえられた白油。  
＊3 第 1グループのミツチヤム種はっか油 

16) 三輪三郎；税関分析月報,13,42(1965),関税中央分析所報,1,51 (1965).
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図 3 はっか油の 900～650cm－1領域における吸収スペクトル

A＝ブラジル産取りおろし油 D＝台湾産はっか白油 

B＝台湾産取りおろし油   E＝ブラジル産はっか白油 

C＝フランス産ミツチヤム油 F         産はっか白油 

 

ブラジル産，台湾産および岡山産取りおろし油のガス

クロマトグラフを図4に示す。多量のメントールと少量

のメントンが顕著であり，その他8種ほどの微量成分が

認められる。図 4 の右側にブラジル産と台湾産はっか

白油のガスクロマトグラフを示すが，これは図 5 の左

側の北海道産および岡山産はっか白油と大差なく，リモ

ネンとオクタノール－3のピークが顕著であり，図5の

右側に示されるアメリカ産およびフランス産ミツチヤ

ム種はっか油はリモネンおよびオクタノール－3はほと

んど認められず，シネオールが顕著である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図4 はっか油のガスクロマトグラフ 

A＝ブラジル産取りおろし油 D＝ブラジル産はっか白油 
B＝台湾産取りおろし油   E＝台湾産はっか白油 
C＝岡山産取りおろし油 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図5 はっか油のガスクロマトグラフ 

A＝北海道はっか白油 C＝アメリカ産ミツチヤム油 
B＝岡山産はっか白油 D＝フランス産ミツチヤム油 
①α－ピネン    ⑦イソメントン 
②β－ピネン    ⑧ネオメントール 
③リモネン     ⑨メントール 
④シネオール    ⑩酢酸メンチル 
⑤オクタノール－3  ⑪プレゴン 
⑥メントン     ⑫ピペリトン 
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Mentha  arvensis の取りおろし油は赤外吸収

スペクトルまたはガスクロマトグラフィーいずれで

も容易に鑑別することが出来るが，Mentha arvensis

のはっか白油と Mentha piperita のミツチヤム種

はっか油の鑑別にはFluckigerの反応のみできめる

ことは出来ない。この場合にはガスクロマトグラフィ

ーによって，オクタノール－3，リモネンおよびシネオ

ール含量などから相対的に決めなければならない。 

 最後に，塩野香料株式会社の梶賢弘氏，志賀実氏，

筋田俊三氏，小城商店の足立俊文氏の方々に試料の

募集，文献の御教示などいろいろ御援助をいただき

ましたことをここに感謝します。 

 
（1967年 7月 28日受理） 
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